

















昭和 52 年 1 月 19 日
学位規則第 5 条第 2 項該当
学位授与の日付
学位授与の要件







Bαc i Ius属およびC lostridium属の細菌はその生活環において芽胞を形成する。芽胞は栄養型
細胞とは形態的にも生理的にも全く異なり， DNA合成， RNA合成，たん白質合成などの活性を示さ
な・p休眠状態にあり，熱処理，紫外線照射，薬剤などに対して強い抵抗性を有している。芽胞の細胞質(



















芽胞より芽胞殻外層の単離を試みた。 Kondo らは ， B megα terium 芽胞殻をアルカリ処理，音波
処理， pronase処理により， 3 つの画分に分画しているが，その結果 ， B. megα te γ ium芽胞殻の最
外層はいずれの処理によっても可溶化されない resistant fraction に相当することを報告している。
また， Aronson らもスルフヒドリル還元剤を用いて B. ceγeus芽胞殻たん白質の分別抽出を試みてい
るが，外層部はその内層部に比し，抽出されにくいことを報告している。そこで芽胞からのたん白質抽出
に先だって，芽胞破砕物から得た芽胞殻につきその可溶化を検討した。 50mM-di thiothrei -tol十 1
%-SLS (pH 10.5 , 370C , 3 hr) , 1/16 N--NaOH(500C ,30min) ,NaCl(37 0C , 3 hr，)により乾燥重量
当たり，それぞれ13.5% ，・1 1.3 %, 8.5%，のたん白質が抽出された。 しかし，芽胞自体からは，
これらいずれの処理によっても外層部の可溶化はできなかった。そこで， 0.5mm径εlass beads 併用











した。その結果， L-alanine , L-valine , L-serine , L-α-amino-n-butyric acid , L一宮lutamine








芽胞殻中間層を可溶化する目的で音波処理芽胞のアルカリ抽出をおこなった。音波処理芽胞を 1 /16 













ノ酸による発芽も未処理芽胞と同様， L-alanine , L-α-amino-n-butyric acid , L-valine な
どの L型アミノ酸により発芽が誘導され， D-alanine , D-glutamine など D型のアミノ酸むよびF
-alanine では発芽が誘導されなかった。また，発芽誘導に必要な L-alanine 濃度も1O- 4M以上で
であり，中間層除去によっても発芽剤の必要濃度は変化しなかった。したがって，芽胞殻中間層も芽
胞の耐熱性，発芽能には無関係な部位であることが判明した。しかし，アルカリ処理菌を cell miII 





いて検討した。アルカリ処理芽胞を50mM-dithiothreitol+ 0.5%-SLS (pH10.5) 溶液中で37 0C ，







B. thi αminolyticus 芽胞殻の構造とその機能を明らかにするため形態観察むよび音波処理，ア
ルカリ処珂によって芽胞殻外層，中間層の除去をおこない，その性質を検討した。
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論文の審査結果の要旨
Bacilus thiaminolyticus 芽胞殻の構造とその機能を明らかにするため，音波処理，アルカリ処王ITI
円叫
d
ハuqδ 
など物用的司化学的処理により芽胞を死滅させることなく芽胞殻外層，中間層を除去することに成功
し司それぞれの芽胞特異性に果す役割l あるいは芽胞休眠性に対する芽胞殻の存在意義などについての
新らしい知見を得たものであり学位論文に侃するものと認めた。
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